
 

 

新しい公共支援事業に関する都道府県の実績報告（平成２３年度下半期） 

 

１．実施状況 

 

【運営委員会の開催状況】 

・ 第４回……平成２３年１２月１６日（金） 

議事内容：モデル事業第２回選定、基盤整備事業の事業者選定について、採点基準について 

・ 第５回……平成２４年３月２８日（水） 

議事内容：モデル事業第３回選定、モデル事業第1回、第２回採択事業の立入検査結果 

 

【モデル事業】 

平成２３年９月２８日（）から平成２３年１１月１６日（）の期間に、モデル事業第２回の募集を行

い、２１件の応募があった。当応募について第４回東京都新しい公共支援事業運営委員会（平成２３年

１２月１６日実施）において１４件を選定し、１月６日（金）に各事業者へ交付決定通知を行った。 

 また、平成２４年1月21日から平成２４年２月１５日の期間にモデル事業第３回の募集を行ったとこ

ろ、１２件の応募があった。当応募について第５回東京都新しい公共支援事業運営委員会（平成２４年

３月２８日実施）において９件を選定し、５月８日（火）に各事業者へ交付決定通知を行った。 

 

＜下半期 各枠毎の申請数及び金額＞ ※２３年度、２４年度申請額の合算  
（１） 一般支援枠（金額枠：１９１，０００千円）   
 
       申請数： １６件    

採用数： １０件   金額：９１，２８０千円※ 
 

（２） ＮＰＯ等支援重点化枠（金額枠：９６，０００千円） 
   
        申請数： １４件    
        採用数： １０件  金額：１０１，３７１千円※ 
 

（３）震災支援枠（全体金額枠：１００，０００千円）  
   
        申請数： ３件    
        採用数： ３件   金額：２１，４９５千円※ 
 

 

【基盤整備事業】 

   第４回東京都新しい公共支援事業運営委員会において「実務基礎・個別相談・専門家派遣事業」 

  の事業者を選定した。（プロポーザル方式）１１月１８日に仕様説明会を実施し、１２月１２日に一

次審査結果通知、平成２３年１２月２７日に事業者と契約を締結した。  

 

 

都道府県名：東京都 



２．成果目標の達成状況 

事業実施中 

 

 

 

 

３．全体評価 

 モデル事業に関しては、運営委員会での選定を経て順調に実施されている。 

 基盤整備事業に関しては、事業者選定・契約締結し順調に実施されている。 

評価ランク □Ｓ：特に優れた成果が得られた □Ａ：優れた成果が得られた □ㇾＢ：一定の成果が得られた 

□Ｃ：限定的であるが成果が得られた □Ｄ：成果が得られなかった 

（該当する評価にㇾを付けてください。） 

 



４．個別実績報告の総括表 

① 新しい公共支援事業（③を除く） 

 

業務名 ※1 

 

委託した場合は受託した団体等名 

種

別 

※2 

自己

評価 

「信頼性の向上に関する研修等」の業務委託 

[提案方式導入] 

特定非営利活動法人 ＮＰＯサポートセンター 基  

「周知・広報に関する研修等」の業務委託 

[提案方式導入] 

特定非営利活動法人 ＮＰＯサポートセンター 基  

「寄付事業等に関する研修等」の業務委託 

 [提案方式導入] 

特定非営利活動法人 ＮＰＯサポートセンター 基  

「組織の強化に資する研修等」の業務委託 

 [提案方式導入] 

特定非営利活動法人 ＮＰＯサポートセンター 基  

 

※１ プロポーザル方式の発注を行ったものには“[提案方式導入]”、派遣専門家等の実績・評価を公表しているものには“[派遣評価公表]”、

支援対象者の数や満足度が委託費の支払いに反映できる仕組みを導入しているものには“[満足度反映]”と記載してください。 

※２ 「種別」欄には、活動基盤整備支援に関連するものは「基」、寄附募集支援に関連するものは「附」、融資円滑化支援に関連するものは

「資」、利子補給に関連するものは「利」、その他に関連するものは「他」と記載してください。（複数回答可） 

② 支援対象者 

 

事業名 

 

団体・組織等名 

種

別 

※3 

自己

評価 

    

    

※３ 「種別」欄には、活動基盤整備支援に関連するものは「基」、寄附募集支援に関連するものは「附」、融資円滑化支援に関連するものは

「資」、利子補給に関連するものは「利」と記載してください。（複数回答可） 

③ モデル事業 

 

事業名 

 

団体・組織等名 

分

類 

※４ 

自己

評価 

Ｂ－ぐるでつながる新しいコミュニティ創出事業 文京区コミュニティバスＢ－ぐる沿線協議会 般  

大人と子どもで創る地域コミュニティ 大人と子どもで創る地域コミュニティ推進協議会 般  

小松川自然地へのアダプト制度導入事業 里川小松川自然地協議会 般  

『青梅の森』保全事業 
青梅市みどりと水のふれあい事業推進協会 

青梅市 
般  

「みたか・みんなの広場」～点から線、線から面へ紡ぐ市民活動の拠点

と多世代市民の集いの場づくり～ 
「みたか・みんなの広場」運営協議会 般  

三鷹市快老プロジェクト事業 三鷹市快老プロジェクト協議体 般  

江戸東京野菜コンシェルジュ育成事業 江戸東京野菜コンシェルジュ育成協議会 般  

東久留米つながり・活力まちづくり事業 東久留米つながり・活力まちづくり協議会 般  

相談や地域のたすけあい機能を持つコミュニティカフェ事業 ワーカーズまちの縁がわ国立 般  

拠点ターミナル駅帰宅困難者問題連携対応プロジェクト 駅周辺帰宅困難者安全管理担い手連合 般  

八王子ＮＰＯパワーアップ事業 八王子ＮＰＯパワーアップ事業実行委員会 重  



ＮＰＯと地域と未来をつなぐ新たなしくみづくりモデル事業 特定非営利活動法人「育て上げ」ネット 重  

認定ＮＰＯ法人取得等支援事業 
東京都 

社会福祉法人 東京都社会福祉協議会 
重  

福島とつながる種まきプロジェクト 福島とつながる種まきプロジェクトネットワーク 震  

地域みらいづくりネットワーク構築事業 高円寺地域ネットワーク化によるまちづくり協議体 重  

地域企業による「地域ＮＰＯ支援」プロジェクト 杉並ＮＰＯ支援ネットワーク推進協議会 重  

新しい公共による薪燃料利用拡大モデル事業 
檜原村 

檜原村シルバー人材センター 
重  

コミュニティカフェ開設支援事業 協議体チーム中野 重  

ＮＰＯ及び市民活動団体の経営強化支援事業 NPO経営強化支援事業協議会 重  

地域の社会教育機関と創業支援機関との橋渡しによるＮＰＯインキュ

ベーション事業 
国立市NPO育成支援事業協議会 重  

在勤者を活用したＮＰＯ支援強化を目指す都心型協働社会システムモ

デル事業 
都心型協働社会システム協議会 重  

東日本大震災による福島県からおもに東京多摩地区に避難している母

子家庭が地域に親しみ、ともに助け合う社会を築くための支援事業 
避難母子を支える会議 in 武蔵野 震  

東日本大震災に伴う被災地災害ボランティアセンター運営支援事業 
東京都 

社会福祉法人 東京都社会福祉協議会 
震  

    

 

 

 

※４ 「分類」欄には、新しい公共の場づくりのためのモデル事業のうち、一般枠の事業は「般」、ＮＰＯ支援重点化枠の事業は「重」、社会

イノベーション推進のためのモデル事業については「イ」と記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

別紙 

運営委員会による評価結果報告（平成２３年度下半期） 

 

 

  

  東京都新しい公共支援事業に係る実績報告書（平成２３年度下半期）の内容を審査した結果、 

 実績報告書のとおり事業を実施していることを認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


